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大陸から海洋への負荷量を推定するために、地球環境監視システム水質データベース(GEMS/
Water)と世界流出量データセンター（GRDC）を用いて代表的な大陸河川からの栄養塩負荷量を
推定した。データ欠損個所においては、GRDCデータベースを用いてキャリブレーションを行な
った大陸河川モデルと水質モデルを用いて推定を行い欠損値を補間した。また、これらを境界条
件としていくつかの河川からの海洋への影響を評価した。これらにより、大西洋に対するアマゾ
ン川やラプラタ川、南シナ海への揚子江、オホーツク海へのアムール川、南西インド洋へのリン
ポポ川、東インド洋へのブラマプトラ川などの周辺海域への影響が大きい事が示唆される。同時
に流量は少ないが人為起源汚濁負荷量が極端に高い河川が存在し、周辺海域保全のためにもこれ
らの汚濁負荷量の監視は重要課題である。北極海への流入河川はGEMS/Waterなどの記録を元に
計算すると非常に高い窒素化合物負荷量が算出されるが、これについてはいくつかの反証論文も
あるため、極域への汚濁負荷に関しては再度科学的な検証が必要である。
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